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	こども広場の整備・遊具について談義
	　2025年7月27日（日）、明石公園内「花と緑のまちづくりセンター」にて、第5回「明石公園みんなのみらいミーティング」を開催しました。今回のテーマは「こども広場の整備・遊具について」です。公園の利用者や地域住民、専門家など21名が集まり、現地確認と意見交換を行いました。 　まず、兵庫県加古川土木事務所が、こども広場の整備アイデアを3案提示し、それぞれの案が樹木に与える影響について説明しました。その後、参加者全員で現地を訪れ、整備アイデアをふまえ、影響のある樹木、広場の安全性などを確認しながら意見交換しました。さらに、車いす利用者にとっての課題である地面の凹凸（石や根っこなど）についても確認しました。 　屋内での意見交換では、NPO法人明石障がい者地域生活ケアネットワーク理事長の飯塚由美子さんが「インクルーシブ（誰もが利用しやすい）」という視点から望ましい遊具について解説しました。続いてのワークショップでは高田知紀コーディネーターの進行のもと、「こんな場になればイイナ」「注意すること・配慮すること」「その他なんでも」の3つのテーマで談義を行いました。 　今回のミーティングでは、子どもたちが安心して遊べる環境づくりに向けて、多様な視点から意見が寄せられました。遊具更新計画の進捗については、今後もみらいミーティングで共有します。
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